










認定NPO法人にこスマ九州第13期事業計画
※各イベントの詳細について
は、ホ ー ムペ ー ジやSNS等で
随時お知らせします。

| 202410月 11月 12月 �
●リレー・フォー・ライフ ●にこスマチャリティーカレンダー ●にこトーク

がん患者とその家族・支援者らが、がん
征圧に向けて夜通しチ ー ムで歩き勇気
と希望を分かち合うイベントです。にこス
マ九州はチ ームとして参加しています。

700円以上ご寄付いただいた方へ、入院中またはにこスマキャンプ
に参加した子ども達が描いた作品を集めて制作したカレンダーをプ
レゼントいたします。

●にこスマたよりVol.23発行

17歳以上の小児 •AYA世代のがん経験者のため
の茶話会です。それぞれが抱える悩みや不安、
日々の出来事などの話を同じ仲間だからこそ気楽
に語り合える場所です。

| 20252月 3月 5月 �
●国際小児がんDay ●にこスマキャンプ2025．春 ●にこスマ家族の集い

2月15日の国際小児がんデー に合わせ
て福岡県庁や福岡市役所、病院などで
啓発展示を行います。

小児がん（又はそれに準ずる病気）を経験した子ども達の交流キャン
プです。自然の中での活動や団体行動での楽しさを体験する場を提
供し、同じ経験を分かち合う仲間との友達づくりを目的としています。

病気を経験した子どもと、ともに病気に取り組む家
族が集う場です。BBQやレクリエ ーションを通して家
族同士の交流や家庭内の絆を深めることを目的と
します。

●A YAweek2025イベント

| 7月 8月 9月 �
●にこトーク ●にこスマキャンプ2025．夏 ●ゴールドセプテンバーキャンペーン

●にこスマたよりVol.24発行
9月の世界小児がん啓発月間 に合わせて名所がライトアップさ れたり、様々
な関連イベントが行われます。にこスマ九州もイベントを計画中です。

縫
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●レモネードスタンドinふくおか
小児がんに対する啓発活動してレモネードの配布や絵画展、募金活動を行います。

『にこスマチャリティーカレンダー』2025年版できました！

今年も入院中の子ども達やにこスマキャンプに参加した子ども達が描いた絵を集めて「にこスマチャリティーカレンダー 」を
制作しました。700円以上の寄付でカレンダーをプレゼントいたします。皆様のご協力よろしくお願い申し上げます。

『にこトーク』

【開催日】 2024年12月7日（土）14時30分～／17時～
【会場】メトロミニッツ大名（福岡市中央区大名1-2-50 5階）

『共催イベントのお知らせ』

『にこスマキャンプ2025．春』

【開催日】 2025年3月22日（土）
【 会場 】やすらぎ荘

〇病気療養中の高校生を応援する支え合いセミナ ーOがんノ ー ト全国キャラパン https://gannote.com/10th-caravan/ 
【開催日】2024年11月17日（日） 14:00~17:00
【会場】福岡市NPOボランティア交流センタ ー 「あすみん」
【参加費】無 料 【主 催】NPO法人がんノート

【扁催日】2024年12月8日（日）13:00~15:00 【会場】福岡大学A201教室
【参加費】無 料 【主 催】NPO法人未来ISSEY
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麗
にこスマたよりをお読みいただいた方、ありがとうございます。このたより、ど

んな人がどんな気持ちで読んでくれているんだろうなと思うことがあります。小
児がん経験者やにこスマを応援してくれている人、まさに闘病中の人やご家
族、そしてたまたまこのたよりを手にした人…。このたよりを通してどんなメッ
セ ー ジが人に伝わるのでしょうか。小児がんに罹患したとしても、ただ絶望的な
人生ではないこと、多くの人がそれぞれの状況に応じて精いっぱい過ごしてい
ること、いろいろな形での支援がとてもありがたいことなどきっといろいろな人
が各々に受け止めてくださっていることと思います。にこスマの活動に知った
り、関ったりすることで、多くの人の人生に何かがプラスになるといいなと思い
ます。Something good will happen to you! 

にこスマ九州WEB
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『認定NPO法人にこスマ九州』は小児がん経験者のための支援団体です。

II ごあ立竺ー］
＼ にこスマ九州／代表理事 白石恵子（九州がんセンター心理士）

気が付くと、にこスマ九州の活動が始まって15年が過ぎました。少し振り返ってみようと思います。

この活動を始める頃、私は九州がんセンタ ー で心理士として働いていました（今もです）。その頃、小児科ではがんをやっつける治療がかなり

積極的に行なわれ、造血幹細胞移植の治療研究も進んでいました。とても頑張って治療をしても死んでしまう子もいましたが、長く生きる子も増

えていました。そして、長く生きるようになってきたからこそ、小児がん治療を受けたのちの晩期合併症や二次がん、心理社会的な問題があること

が取り上げられるようになっていました。厚労省の班研究で、治療後の長期フォロ ー アップの必要性を細かく調査したり、今後どのように対応して

いくのがいいのか検討が重ねられていました。子どもたちが大きくなった時に治療を振り返ることができるように、治療の詳細がわかるようなフォ

ロー アップ手帳も整備していき、大きくなった時にも自分で自分の身体を大切にしてもらうために大人の診療科に受診を移行すべきかどうかなど

の議論も多かったように思い出します。今も同じような課題はあり、引き続き取り組みは行われています。

そのような中で、私は心理士ですので、子どもががん罹患や入院生活によって、その年代で経験すべきことが抜け、成長が阻まれたりすること

が気になっていました。楽しいという感覚を感じること、人と過ごすこと、自信を持つことなど、子どもにとって大切なことです。そして病気をしても、
一人の子どもとしてすべきこと（例えば、学校できちんと勉強する、人に何かしてもらったら感謝する、喧嘩したら謝る … そんな普通のこと）はして

いく必要はあると思います。なので、小児がんになっても、いろいろな経験をしていく場所があるといいなと思い、キャンプをしたらきっと楽しい

し、人も繋がることができるし、役割も取らないといけないし、いいこと尽くしだと思ったのです。2009年9月、小児がん経験者・そして小児科医・

看護師・心理士・保育士などの有志が集まり、2010年3月からキャンプを始めました。それから数えると、一度だけコロナの影響で中止したので、

春と夏合わせて29回のキャンプを行いました。

この15年でいろいろなことが変わったように思います。スマホ、ゲ ー ム機が発達、付き添いの環境、オンライン環境、治療の発展、入院期間の

短縮 … 。でも小児がんになる子どもは一 定数います。今も昔も同じように、がんを告知され気持ちが落ち込み、先が見えなくなり、これからどう生

きていけばいいのか途方に暮れる、そんな気持ちは変わりません。たくさんの人の支えにより、子どもたちも親も何とか前を向いて病気に立ち向

かっています。私はたくさんの子どもの笑顔に出会っています。そんな笑顔がずっと続くといいなと思います。時代が変わっても変わらない場所

がある、それがにこスマの存在価値なのでしょうか。

これまでも今も、本当にたくさんの方に支援していただいています。にこスマたよりは1,000通ほど郵送しますし、チャリティカレンダ ー は6000

部ほど発行しています。多くの方ににこスマを知ってもらい、小児がんについて理解がある人が増えていくことを願います。

引き続きご協力よろし（お願いします。

◎認定NPO法人にこスマ九州の組織（2024年9月末日現在）
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·ロコao正会員／39名 0サポ ート会員／186名 0にこスマメイト／12名

·白石恵子（代表 ・ 九州がんセンター 臨床心理士）、大園秀一（久留米大学病院小児科医）、

中山秀樹（九州がんセンター小児科医）、坂田友（九州がんセンター 小児看護専門看護師）、

江口尚美（元院内学級担任）、中島健太郎（九州大学病院小児科医）

古嶋研史（薬剤師 ・ 小児がん経験者）、井本圭祐（事務局長 ・ 小児がん経験者）

．：一張光陽（がんの子どもを守る会理事）、吉田純 一（理学療法士 ・ 小児がん経験者）

e辺EE9 九州がんセンター（中山秀樹）、九州大学病院（中島健太郎）、久留米大学病院（大園秀一）、

産業医科大学病院（本田裕子）、鹿児島大学病院（西川拓朗）

€正EE9 コストコホ ー ルセー ルジャパン株式会社、毎日新聞西部社会事業団、西日本新聞民生事業団、

樋口宗孝がん研究基金、Remember Girl's Power!! 2023、

認定NPO法人ゴールドリボン ・ ネットワ ーク、公益財団法人ソロプチミスト日本財団、グリー ン コー プ生協ふくおか

※にこスマ九州の運営は、小児がん経験者や医療関係者や理事、その他有志のボランティアスタッフで行っています。
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